









































































































































































































































































































































































































































第二句の 「黄変つ蝦手」 が、 かえでともみじ双方にとっ
てポイントとなる。まず、 「蝦手」は「蛙手」のことで、かえでの葉の形が「蛙の手」に似ていることにより名づけられたものである。ルが脱落し、カエルテ―→カエデと現在の発音へと変わっていった。　
一方「黄変つ」は、 草木 葉が黄変や紅変することで、


































































葉」の文字をよりふさわし と捉えていたとする澤瀉説に理解を示しつつ、これは、むしろ中国六朝以来 通行文字「黄葉」が導入された結果で ないかと見ている。中国でも盛唐あたりになると、 「黄葉」から「紅 」の表記が多くなり、この影響を受けて、平安朝中期以降の詩文ではやはり、 「紅葉」が大勢を占めてくるのは、そのような事情があるのではないかとしている。　
湯浅は、万葉集の黄変は必ずしも黄色とは限らず、お
そらく赤く色づくのも「黄」と表現したのではないか


















一般的に みじは、掌状葉が深く切れ込み、かえ は裂片状の切れ込みがないヒトツバカエデ、三枚に分かれるミツカエデ等がある。しかし かえでにもヒナウチワカエデ・コミネカエデのように深裂する種類も多いということであるから、掌状葉の違いも決定的 はいい難い。　
以上のことから、色彩上の違いからも、掌状葉の違い

























らば日本のカエデは日本 特産で、絶えて中国に ないからである。 すなわち中国にないから中国の名 ない （筆者注：日本のかえでに当たる漢字がな こと） が当然だ（６）
｣
としている。日本のかえでは日本原産で、中国に
は存在しないから、相当する漢字がないという主張である。したがって、 日本のかえでに、 「楓」 槭樹」 「槭」 「機」などを当てるのも、すべて誤りであるという。またえでに、
｢ 鶏冠木
｣ 「鶏頭樹」 「栬」 「椛」を当てるのは、
日本製の漢字名（筆者注：国字）である。この牧野の見解は、今日、植物学においてほぼ定説となってい 。
　
上代文学や上代語の立場からも 「 『楓』 または 『槭』 を、
この木（筆者注：かえで）をあらわすのに用いるのは誤用」としている（ 『時代別国語大辞典』上代編、三省堂。以下『時代別』と略記する） 。　
現代の日本語辞典でも「楓」の用字について、
の字は、 『本草和名』 『新撰字鏡』 にカツラと読み、 『和名抄』にはヲカツラとしている。これらによって『万葉集』の『楓』もカツラと訓読されている。のちに『楓』がカエデに用いられるようになったが、中国では『楓』というのは、マンサク科のフウであり、カエデとは別のものである。中国でカエデ科の植物には『槭』の字が用いられている。 」 （ 『大辞典』二巻）として、 統一した見解となっている。　
しかし、今日では、厳密には誤用であるが、かえで＝





























































































































































































































































時は、 高等部、 第一期生、 第一学期の終わりであった。
ちなみに、国士舘高等部 最初の入学試験は、一九一九（大正八）年九月に行われ、一〇月五日に三六名の入学者を迎えて始業式が行われた。高等部開学式は一一月四日に行われている。したが て、 第一学期の終わりとは、
翌一九二〇（大正九）年の春ごろであろう。　
以上が武田書簡にみるかえでの校章決定の経緯に、筆























































































の宮居に真心を寄せて 美しくもみじして赤き心を示してきたが、 （志 同じくする一人 国士を得て、その喜
校章の由来考
29




















































































































匂うは、ここでは、嗅覚としての匂いではない。視角としての「匂ふ」である。すなわち、 「色がきわだつ、または美しく映える。赤などのあざやかな色が、光を放ように花やかに印象づけら ることをいう」 「 『におう』の『に』 『丹』と関連づけて考えられ、本来赤い色がきわだつことをいったか」 （ 『大辞典』第八巻）とあるように、德次郎歌でも、もみじがきわだって美しく赤 色を放っている様をいう。　
この「匂ふ」と「大和魂」 「たぎる血潮」 「もみじ」 「ま












































































































































































　「更にこの『五月二七日』は海軍記念日というすばらしい歴史記念日である」と明確にその理由が示されている。二七日が、 ①松陰の命日であること。②日露戦争で、ロシアの「バルチック艦隊」を迎撃し、勝利した であること。 「この戦争に負けたら、おそらく日本は亡びいたであろう」という二つの理由で 開学式の と て選んだとしている。国士舘では、毎月二七 は国旗掲揚日と定めて、祝っているとも記されている。　松陰の命日二七日が開学式の日に卜定されていること

































































多くの欠点ある可し。彼が主観的にして、客観的ならざる、彼が一角的にして多角的ならざる、彼が情感に長じて、冷理に短なる、胸中今日多くして明 少なき、是皆な欠点の重なるものなる可し。彼は教育家としては実に性急の教育家也」 （二一三頁）と並べ立てる。しかしその真意は若き松陰に、客観的か、多角的 、冷理に長期的展望に立っているか、す わち思惟を深くし内（反省）を求めている。
　
また、 「彼は野心あり、修煉少なく、霊想未だ眞醇な
らず、思慮浅薄なる保羅也。 （中略）己と異なりたるものを寛容するの雅量に乏しき、真理を両端より察するの聡明なき。人の師になるに於いて、大いなる短所を有するに係わらず、その伝道心 到りては、此山を彼所に移す程の勢力ありしなり」 （二一六頁）とくり返し、自省の大切さを説いている。　
德次郎は、未完の若者の育成には深く自分を見つめる
こと、すなわち内省・自省こそ重要と痛感した。また蘇峰の言う「霊想」も重視した 「神 冥助」 （ 『言論集』五三頁） 「目に見えない偉大 る神々 御加護」 （同七四頁） 「心眼を大所高所に開き、 （中略）神 同伴た こと」（同一一六頁） 「護国神明の御加護と肝に銘じて合掌感謝を捧げる」 「常に神の声を聴き、神の命に従う。神とは良心のことである」 （同一七八頁） など、 神の存在を信じ、誠心誠意をもってすれば天佑神助があると信じた。　
この三大綱領、 「すなわち『読書 ・ 体験 ・ 反省 ・ 思索』は











































⑦明治三九年五月三日（両陛下）第１０３７６ ・ １ ３　
































が為に」 、処刑 招いてしまったと蘇峰は見ている。しかし松陰は、人生が曲線的であるにも拘らず 直線的に急歩大踏した。松陰は、い に切迫して死地に追いやられようとも、 「信念堅固 道心不抜」 、 真理の存在を信じ、精神の不朽を信じ、天を信じた。蘇峰は松陰 直覚的宗教心を持った、誠実で、おそるべきほど誠実であると評している。 （ 『松陰』二二二～二二三頁）　
おそらく德次郎も同様な考えであろう。しかし年若い


















に現れ出る。そ ためには日ごろから、慎言・謹行・卑言し（言を卑くする） 、声を低くしなければ、気魄は出てこない。物言いや行いを慎み、言葉や声を低くして日常を送り、気魄 秘めてこそ、気魄 外に現れる。　
德次郎もみじ詠歌の、もみじ＝赤心・誠意・まごころ
の辿り着く先 追ってみた。むろん、吉田松陰その人が源であることは言うまでもないが、それよりも多くは徳富蘇峰 評伝 『吉田松陰』 であるという思いを強くした。三大綱領も四徳目も、蘇峰の評伝が根幹を成しているだろう。　
この視点から、建学の精神・教育理念を展望すると、
個々に呼応し、総体としてもまとまり ある姿とな 。　












































































事典』 （東京堂出版、一九五七年） 、牧野富太郎 牧
　　



















第十一巻』 （吉川弘文館、 一九九〇年） 。
（８）
武田凞「道を伝え惑を解くもの」 『柴田徳次郎伝』 （国
　　
士舘大学同窓会、一九七八年）四七五頁。
国士舘史研究年報 2011　楓
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（９）
『吉田松陰全集
　
第七巻』 （岩波書店、一九三九年） 。
（
10）『国史大系』 「続日本紀
　
前編」文武元年八月一七日
　　
条（吉川弘文館、一九八一年）一頁。
（
11）徳富蘇峰の『吉田松陰』は、改訂増補されたり、各
　　
出版社から出版されている。本論では以下の書を参
　　
照したが、特に
 ①②⑤を校合しながら、基本的に
　　
⑤から引用した。⑤以外の著書からの引用 、そ
　　
旨示した。
　　
①明治二六年
　
初版本
　
民友社
　　
②〃
　
四一年
　
改訂版
　
民友社
　　
③大正一一年
　
改訂版
　
民友社
　　
④昭和八年
　　
改訂版
　
民友社
　　
⑤植手通有編『徳富蘇峰集』 （明治文学全集
43） （筑
　　　
摩書房、一九七四年）
　　
⑥『吉田松陰』 （岩波文庫、一九八一年）
　　
なお、全集は左記のものがある。
　　
『吉田松陰全集
　
全十巻』 （岩波書店、一九三六～一
　　
九六六年）
　　
『吉田松陰全集
　
全一二巻』 （岩波書店、一九三 ～
　　
一九四〇年）
　　
『吉田松陰全集
　
全十巻
　
別巻一』 （山口県教育局、
　　
一九七二～一九七四年）
（
12）たとえば丸山真男
｢ 忠誠と反逆
｣ 『近代日本思想史
　　
講座』 （筑摩書房、一九六〇年。後に、同タイトル
　　
でちくま学芸文庫から出版） 。また、 本郷隆盛編「幕
　　
末思想論
｣ 『近世思想論』 （有斐閣、一九八一年）に
　　
おいても「忠」
｢ 至誠
｣
｢ 狂
｣
などのように、その生
　　
き方と真摯さを「忠誠」 「至誠」とし、松陰の特質
　　
の象徴とし 定着している。
（
13）『新輯
　
明治天皇御集
　
上下』 （明治神宮、一九六四
　　
年） 。
（
14）『明治天皇記』 （吉川弘文館） 。①～⑧の出典は左記
　　
の通りである
　　
①、②は第三巻
　
一九一一（明治四四）年
　　
③
　
第四巻
　
一九一二（明治四五）年
　　
④
　
第八巻
　
一九一五（大正四）年
　　
⑤
　
第九巻
　
一九六五（昭和四〇）年
　　
⑥
　
第一〇巻
　
一九七三（昭和四八）年
　　
⑦、⑧は第十一巻
　
一九七五（昭和五〇）年
　　
その他、明治天皇記は左記の著書も参照した。
　　
ドナルド
･
キーン、訳者 ： 角地幸男『明治天皇
　
上 ・
　　
下』 （新潮社 二〇〇一年）
　　
渡辺幾治郎『明治天皇
　
上・下』 （明治天皇頌徳会、
　　
一九五八年）
